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１年の締めくくり
３月を迎え、令和５年度も残すところも、あと１か月となりました。今年度も保護者や

地域の皆様方に支えられ、子どもたちの大きな成長を感じながら終わりを迎えようとして
います。
今年の５月８日から新型コロナウィルス感染症が５類に移行され、世の中が通常モード

に戻ってきました。学校行事等もオンラインと対面を使い分けながら活動の充実を図って
きました。児童生徒は、日々の授業や一つ一つの行事に真剣に取り組み、成長を続けてい
ます。
来年度も日々の積み重ねを大切にしながら、児童生徒、教職員とも一致団結し、学校教

育活動に取り組んでいきます。保護者及び地域の皆様、より一層のご支援とご協力をお願
いいたします。

感謝状を授与されました
秀峰筑波義義務教育学校の開校時から125

号線沿の学校入口に毎朝立ち、登校する児童
生徒の安全を見守ってくれている平田ことさ
んが、つくば警察署から感謝状を授与されま
した。毎朝、バスや車の運転手へ合図を送り、
児童生徒の安全確保に努めていただき、あり
がとうございます。

秀峰筑波が表彰されました
「茨城県よい歯の学校」
本校が「茨城県よい歯の学校」と

して、県教育委員会・県学校保健
会・県歯科医院会から表彰を受けま
した。今回は県内全小中学校のうち、
16校が表彰されました。これもひと
えに学校医の先生方、保護者・地域
の皆様の日常的な保健指導のおかげ
です。大変ありがとうございます。

学校保健委員会(2/14)
第２回の学校保健委員会を開催しました。今回は本校の保健委員会の８年生生徒６人
が、「デジタル機器使用と健康アンケートの結果」についての考察を丁寧に説明してく
れました。「学年が上がるにつれて使用時間が伸びている」「使い過ぎによる目の疲れ、
首の痛み、頭痛、睡眠不足」などの課題が浮き彫りになり、学校医・学校歯科医・学校
眼科医・薬剤師さんたちの専門的なご指導もいただきました。子供たちから問題や課題
が提起され、子供たち自身でデジタル機器の使い方のルールメイキングができるといい
ですね。

クラスター班お別れ会(2/14)
１年間、同じクラスター班として、一緒に縦割り班活動をしてきた仲間に感謝の気持ちを

伝えるとともに、次年度の縦割り班活動への意欲を高めることをねらいとしてお別れ会を企
画し開きました。各班でゲームをしたり、色紙を交換したりと思い思いの活動を行うことが
できました。前期課程の低学年と一緒に活動する後期課程の生徒たちの表情がやさしいお兄
さんお姉さんの顔になるのが義務教育学校のよさだと改めて感じました。



４年筑波山ゲートパーク見学(2/1)
筑波東中学校跡地の筑波山ゲートパークに４年生が見学に

行ってきました。施設の方の説明を聞いたり、展示してある
模型で遊んだりしながら児童たちは筑波山系のジオパークに
ついて学びを深めることができました。歩いて行ける場所に
ある施設です。機会があればまた行きたいですね。

6年部活見学(2/20)
６年生児童が７･８年生の部活動に取り組む様子を見学しま

した。早く部活動をやってみたいという６年生の児童の気持
ちと、たくさんの後輩に入部してほしいという７･８年生の思
いが伝わってくる活動内容でした。

児童生徒会による募金活動
児童生徒会で能登半島地震に対する募金活動を行い

ました。皆様の善意により、127,251円の募金が集ま
りました。募金は、２月２０日(火)に児童生徒会の８年
生が筑波郵便局で、ゆうちょ銀行の義援金口座「石川
県令和６年能登半島地震義援金」に振り込みました。

３年親子活動(2/15)
茨城県サッカー協会の市村佳男様をお招きして、ボールを使って体と脳を動かす運動

を行いました。限られた時間でしたが親子で楽しく活動することができました。最後に、
大人対子どもでドッジボール対決をしました。お家の方たちが手加減せず挑んでいる姿
に応えるかのように子どもたちも負けずに戦っていました。ご多用の中、親子活動を企
画してくださった学年委員の皆様、参加された保護者の皆様、ありがとうございました。

コミュニティ・スクール推進会議(2/22)
「地域とともにある学校づくり」に向け、コミュニティ・ス

クール推進会議を行っています。先日の第４回の会議では、代
表生徒から地域と学校をつなぐ４つのキーワード「魅力･紹介･
交流･感謝」 についての説明と「秀峰筑波フォトコミュニ
ティ」の提案がありました。写真を通して、地域と学校の魅力
を発信、共有する機会と場をもち、つながりを暖めながら、地
域で生活し、成長できることに感謝することで、地域と学校の
活性化を図っていきたいとのことでした。
令和６年度は、コミュニティ・スクール協議会として、会議

を継続していく予定です。学校ホームページに児童生徒の学校
生活や教育活動の様子を掲載していますので、ご覧ください。
児童生徒の安全面や学校教育活動等でご協力していただけるこ
とがありましたら学校までご連絡ください。今後とも地域の皆
様方のご支援をお願いします。

被災された方々が一
日でも早く元の生活
に戻れるよう願って
います。ご支援をい
ただきました皆様、
ご協力ありがとうご
ざいました。


